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山城こみねっと2016年度事業計画(案)
今年度の課題

· 全会員の奮闘はもとより、多くの関係者に支えられて、事業を広げ、昨年度までに財政状況を改善させてきたが、昨年度は財政赤字を拡大する結果になった。原因は教育委員会の不手際が原因だ。今年度は不手際が生まれないよう手を尽くし、順当に事業を受け、収支の黒字化をめざしたい。

· 事業内容が定まって5年計画の4年目に入る。各事業をより充実、発展させる。特に今年度から形を変えて始動する事業（やましろ演劇演芸フェスティバル）は必ず成功させる。

· 会員が相互に支えあい、関係団体や個人から資金で支えられる良い組織として発展し、会員の増加と資金の健全化をはかる。

こみねっとの活動の意義

· コミュニケーション力の育成を掲げて活動する地域唯一の教育＆アート系NPO。
· 山城地域でもっとも長く演劇活動を続ける団体
· 学校や府、茶業関係者に太いパイプを持つ団体

こみねっとが「地域の演劇文化の担い手」として「表現力・コミュニケーション力を育成する先達」として、また「地域にユニークな貢献ができる貴重な存在」として、活動を広げていることに、私たちが確信を持ち、さらに活動を充実、発展させていく。

今年度の事業活動方針
【演劇等、創作上演活動】

やましろ市民劇　宇治市文化センターと共催維持
　目的
こみねっとと市民が大きくむずばれる重要な上演のひとつ。

宇治市文化センターと力をあわせて演劇文化を広げる。

上演を通じてこみねっとの新たな人材を発掘し育てる。

　活動
8月26日(金)と27日(土)に上演。


5月14日(土)から稽古開始。


「芸術文化振興基金」から19.7万円の助成が内定。

黒木陽子氏（劇団衛星）を演出家として迎え、さらなる質の向上をはかる。

　目標
人も装置も動く躍動的な舞台を作る。煎茶が生まれたときの熱気を再現する。

参加者・観客の増加をめざし、収支の黒字をめざす。
多数の茶業者さんとのパイプを作り太くする契機にする。

「こみねっと小劇場＋えんえんフェス」から「やましろ演劇演芸フェスティバル」へ

〈資料2を参照〉
　開催日が3月初旬から2月18・19日に変更。金曜日の夜、17日に仕込み可能に。
　こみねっと小劇場は、市民募集型の創作枠に。

　生涯学習センターのサポート事業に。(会場費が無料・宣伝費助成あり)

　公募枠・招待枠・創作枠で構成。

　目標
生涯学習センター満席(200名)を目標。

　
宇治市以外にも広く宣伝し参加団体を厳選。

えんげきスタジオVIVO

　目的
小中学生が劇作りを通して成長する場とする。次世代のこみねっとメンバーを育成する。
　活動
毎週土曜日10〜12時　宇治橋ふれあい館にて　コミュニケーション力育成と劇作り

オリジナル作品を上演。適宜、見学や研究、学習ができる内容を実施。

　募集　
20名（現在7名）

　目標　
募集活動を工夫し、構成員を大幅に増やす。

よりよい作品を作る。

学校演劇
　目的
地域にねざした、質の良い演劇作品で、小学生の情操を豊かにする。

　活動
『おさんきつね』を上演。

　年間目標　京都市・山城地域全域を対象にして、年間5校での上演をめざす。

　現状
現在、上演決定は1校のみ。


目標達成は困難な情勢だが、さらにプロモーションを進める。

お茶いれMovieの製作
　目的
世界の人たちに宇治茶を広め、宇治茶に親しむ人を増やす。

　活動
夏までに「〜抹茶編〜」を製作し、YouTubeにアップ。授業にも活用。


資金は「＋FUNファンド」助成金、および京都府から。


できれば「〜玉露編〜」を完成させ、茶業者さんに紹介カードを購入頂く。

　現状
小4上原菜生ちゃんが主人公の子ども忍者。


出演者に下澤氏など決定しつつある。


カメラマンはプロカメラマンの本庄氏。


現在宇治川周辺でロケをすすめている。

【教育現場支援活動】

学校ワークショップ授業
〈資料3を参照〉
　目的
子どもたちのコミュニケーション力の育成、学校教育の改革をめざす。
〈主要教科支援授業：ろうどくんシアター授業〉


文学教材を身体で感じ表現する授業


どの学年の文学教材でも演劇化できる。

〈ソーシャルスキル支援授業〉


発達障害の理解教育授業として発展した授業。


子どもたちが自らの力で互いのトラブルを解決、または回避がはかれるよう育成する。

〈茶どころワークショップ授業〉

宇治学によるお茶学習を演劇創作で行う授業。

ここまで毎年同じ学校から要請をいただいている。

宇治学の変化、文科省の総合圧縮により減る危険性がある。

〈山城のたから授業〉
〈資料4を参照〉

山城地域の魅力を伝え、地域に生きる誇りを感じ宇治茶への関心を高める授業。

昨年度15校で実施。宇治市地域以外にも広げられ、関係学校を増やすきっかけに。


高い評価をいただき、今年度は京都府より日本遺産関連資金が出されることになった。

　年間目標　
ワークショップ授業の内容の充実をはかり、なくてはならない授業にする。



新たな実施校を作り、実績校を増やし、来年度へつなげる。


文化庁や文科省の認定を多くの学校や地域で受けられるよう努力する。
【宇治茶振興事業】
キッズ茶ムリエ事業
　目的　委託業務を完璧にこなす。

　活動　今年度秋から冬にかけて、山城管内5会場で行われる「キッズ茶ムリエ」事業を実施。

　年間目標　よりよい事業にするよう受託運営団体として完全な仕事をする。

その他茶振興事業
　目的　宇治茶振興に寄与する。

　活動　「宇治茶を世界遺産に」の活動への参画。（府「お茶の京都推進会議」でも一員になっている）

宇治茶まつり、宇治茶レンジャー成功に寄与する。


その他要請に応じて。
　年間目標　京都府とのつながりの強化。

　 京都府からの受託事業など、京都府の関連での活動の場を広げる。

法人運営
寄付事業

　目的　NPOとして多くの方に支えていただける体制を作る。
　活動　これまで十分な活動ができなかったので、計画的に寄付をお願いする。

　目標　これまでの最高実績（7万円）を上回る。

情報拡大
　目的　社会的信用と認知度を高め、多くの人や企業とのつながりを広げ、深める。

　活動　・会報誌(ワープ)の発行


・ホームページの充実


・ホームページやNPO関係web上に団体情報を積極的公表。

助成金活用

　目的
上記事業の安定的な運営をはかる。

　活動
常に新たな助成金を探し、申請、獲得、活用する。
渉外
学校の先生方・宇治市校長会や各校長・宇治市教委との関係を作る。


山城一円の茶業関係者とのつながりを広げる。


関係先全部のデータを整備する。
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